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通期業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 最近の業績の動向等を踏まえ、平成 18 年５月 10 日の決算発表時に公表した平成 19 年３月期（平成

18 年４月１日～平成 19 年３月 31 日）の業績予想を下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいたし

ます。 

 

記 

 

1.平成 19 年３月期業績予想数値の修正（平成 18 年４月１日～平成 19 年３月 31 日） 

（単位：百万円、％） 

 売上高 経常利益 当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 

（平成 18 年５月 10 日発表） 
27,500 2,900 1,700 

今回修正予想（Ｂ） 24,500 1,970 1,175 

増減額（Ｂ－Ａ） △3,000 △930 △525 

増   減   率 △10.9％ △32.1％ △30.9％ 

前期（平成 18 年３月期）実績 27,232 2,692 1,415 

 

2.平成 19 年３月期連結業績予想数値の修正（平成 18 年４月１日～平成 19 年３月 31 日） 

（単位：百万円、％） 

 売上高 経常利益 当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 

（平成 18 年５月 10 日発表） 
28,700 3,300 1,900 

今回修正予想（Ｂ） 25,900 2,060 1,220 

増減額（Ｂ－Ａ） △2,800 △1,240 △680 

増   減   率 △9.8％ △37.6％ △35.8％ 

前期（平成 18 年３月期）実績 28,224 3,136 1,704 



3.修正の理由 

 <単独業績予想> 

  単独業績予想につきましては、液晶パネル価格の下落等にともなう台湾および韓国液晶パネルメー

カーの液晶製造設備投資の延期、繰延べ等の影響により、エレクトロニクス関連事業画像処理検査装

置の販売減少が見込まれており、売上高は前回発表予想を下回る見通しであります。 

  一方、利益面に関しては、部材コストダウンの徹底、検査装置製造体制の合理化等に注力してまい

りますが、設備投資の延期、繰延べ等により液晶製造装置市況も悪化しており、市況悪化にともなう

装置価格競争の激化の影響等により、経常利益および当期純利益は前回発表予想を下回る見通しであ

ります。 

 

 <連結業績予想> 

  連結業績予想につきましては、上記単独業績予想の影響に加え、エレクトロニクス関連事業に属す

る連結子会社の業績不振等により修正を行うものであります。 

 

 

 

 

（注）業績見通しにつきましては、現時点で入手された情報に基づき判断した予想であり、潜在的なリ 

   スクや不確実性が含まれております。従いまして、実際の業績は様々な要因によりこれらの業績 

   予想とは異なることがありますことをご承知おきください。 

 

 


